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研究成果の概要（和文）：本研究は、インクルーシブ教育時代の多様なニーズのある子どもを含む学習集団での
教育評価を究明するために、文献研究及び小学校や研究会などでの授業研究やフィールドワークから、日本・ド
イツ・アメリカの授業、カリキュラム、評価の実践的な方法を手がかりに、その特徴と検討課題を明らかにし
た。そのうえで、「インクルーシブな学習集団づくりの評価指標（試案）」を作成した。

研究成果の概要（英文）：In order to investigate educational assessment for learning groups that 
include children with diverse needs in the era of inclusive education, this study clarified the 
characteristics and issues to be considered by analyzing the practical teaching methods, curriculum,
 and evaluation in Japan, Germany, and the United States. This analysis was based on literature 
research, classroom observations, and fieldwork conducted in elementary schools and research groups.
 The research team clarified the characteristics and issues to be considered. Based on this, we 
developed "A Tentative Draft of Evaluation Indicators for Building Inclusive Learning Groups".

研究分野： 教育方法学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
インクルーシブ教育の時代においては、多様なニーズのある一人ひとりの子どもの学習の過程と成果を適切に評
価する評価方法の多様化や、またそうした子どもの変化や成長を読みとる評価方法の開発は喫緊の課題である。
そこで、本研究では、日本・ドイツ・アメリカの理論的な動向をふまえ、授業・カリキュラム・評価づくりにお
ける実践的な課題を明らかにするとともに、具体的な評価の指標を作成したことに意義を有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本では、文部科学省が 2012 年に行った「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特

別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」において、通常学級の中で「学習面又は行
動面で著しい困難を示す」子どもは推定値 6.5％にのぼると報告された。こうした発達障害のあ
る子ども以外にも、被虐待児、トラブルや問題行動の絶えない子どもなどの特別なニーズのある
子どもを含む学習集団に対する授業方法の検討は課題である。けれども、こんにち学校現場で実
践されている授業には、ある一定枠の集団のなかでの「同質性」を前提にした画一的な指導も見
られ、授業に参加できていない子どもも存在している。こうした子どもたちの多様なニーズに応
答するためには、多様な学びが求められる。 
ここで注意しなければならないことは、学習の過程や結果が学習者によって異なるという学

習観は、学習者同士がつながっていない個々別々の個別化を意味してはいないということであ
る。むしろ、学習者によって学習が異なるからこそ、学習集団において子ども同士のつながりの
ある学びの構想が重要である。こうした取り組みについてはドイツ・ブレーメンでの実践分析か
ら明らかにしてきた（平成 28～30 年度科学研究費補助金基盤研究（C）「インクルーシブ教育に
おける学習集団の質的発展を目指した指導法とカリキュラムの開発」）。ドイツ・ブレーメンでは、
コンピテンシー志向の授業づくりとインクルーシブ教育との関係から、子どもたちが集団の中
で学び合い、共通・共同する機会を取り入れた個別化を重視していた。それは、共通の目標や課
題を設定することで、たとえ、一人ひとりにニーズがあり、学習の取り組みが多様になっても共
同に学ぶ場面が形成されていた（平成 26～28 年度科学研究費補助金基盤研究（B）「PISA 後の
ドイツにおける学力向上政策と教育方法改革」）。こうした授業形態から、子どもたちの多様な学
びと共同での学びにおいて必要な教育評価の新しいモデルが求められることを明らかにした（久
田敏彦監修・ドイツ教授学研究会編『PISA 後の教育をどうとらえるか－ドイツをとおしてみる
－』八千代出版社、2013 年）。日本でも、多様な学びが必要な特別なニーズのある子どもへの評
価は課題であると指摘されている（西岡加名恵・石井英真・田中耕治編『新しい教育評価入門』
有斐閣、2015 年など）。こうした課題に対して、日本ではこれまで、「みんなでわかりあう授業
の創造を目指す教育実践の目標概念」である学習集団づくりの教育実践が各地で展開されてき
た。こんにちでは、一部の子どもに限定された学びがすべての子どもの学びへと展開する「学び
の共同体」が試みられている。また、ドイツでも、個別指導ではなく多様な子どもが存在する学
級やグループで学ぶ「異質なグループでの学び」や「協同学習」が注目されている。それゆえ、
ドイツ教授学の検討やドイツでの調査を日本の学習集団研究と交差させながら明らかにしたい。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、インクルーシブ教育への注目により障害のある子どもだけではなく、特別な
ニーズのある子どもを含む通常学級で編成される学習集団での教育評価モデルを開発すること
である。多様なニーズのある子どもたちに対して、画一的な一斉授業だけでは授業の成立は困難
である。ペアや班・グループといった小集団形態をはじめ個別指導も取り入れ、学習集団の仲間
とつながっているという意識を大切にした取り出し指導など、多様な学びを構想する必要があ
る。それゆえ、多様なニーズのある一人ひとりの子どもの学習の過程と成果を適切に評価する評
価方法の多様化や、またそうした子どもの変化や成長を読みとる評価方法の開発は喫緊の課題
である。そこで、評価のあり方を問い直す必要がある。その際、どのような方法で自らの学習を
評価するかを決める評価主体の形成も求められる。具体的には、①日本の小学校などにおける特
別なニーズのある子どもを含む学習集団での評価主体の形成の指導方法と評価方法を分析する
とともに、②海外のインクルーシブ教育において実践されている評価方法について調査・文献収
集を行い、多様なニーズのある子どもたちを含む学習集団において必要な教育評価モデルを開
発する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、目的を達成するために以下の３つの方法を実施した。 

(1) 日本における学習集団論、カリキュラム論、教育評価論の文献研究（国内文献研究） 
日本においてインクルーシブ教育について言及している学習集団論、カリキュラム論、教育評

価論を中心に文献を収集し、評価主体の形成と教育評価の方法についての検討や教育内容と教
育評価の関係についての検討をした。 
(2) 日本の小学校、特別支援学級・学校等の授業分析（日本での調査研究） 
授業改善に取り組んでいる大阪府、奈良県、香川県、広島県、福岡県、長崎県の小学校等の実

践分析や教師が参加する研究会、サークルにおいても資料収集、意見交換を行った。 
(3) ドイツのインクルーシブ教育の実際と課題に関する研究（ドイツ調査研究） 
文献研究とともに、ドイツのザクセン州のライプツィヒ市において文献収集及び研究者・実践

家との意見交換、フィールドワーク、授業観察等を行った。 
 



４．研究成果 
 本研究では、先行研究の整理やフィールドワーク・調査などからインクルーシブ教育における
授業・カリキュラム・評価づくりの研究動向や実践的課題をはじめ、教育評価のモデルとなる評
価の指標について以下の点を明らかにした。 
 
（１）インクルーシブ教育における共通の学びを巡る実践的課題  
 日本とドイツのインクルーシブ教育をめぐる研究動向を見ることで、どちらも「統一と分化の
原理」のもと、共通の学びを検討していた。ドイツのフォイザー(Feuser, G.)の場合は、「共通
の対象」に沿って協同をつくり出しているところに特徴がある。とりわけ、フォイザーは、ヴィ
ゴツキーの発達の最近接領域の考え方から、子どもの発達水準に応じた多様な学びをつくり出
すカリキュラムを構想していた。その際、すべてを個別カリキュラムのように個々別々にするの
ではなく、「共通の対象」に沿った協同を構想することで、発達の促進の機会をすべての子ども
たちにつくり出す授業を構想していたのである。このように、共通の学びは、協同を介してそれ
ぞれの子どもの発達に大きく貢献するとともに、一人ひとりの個別化された目標に向かって方
向付ける力にもなる。こうしたことから、インクルーシブ教育時代においては、実践的課題とし
て、一人ひとりの子どものために、共通の学びを介した多様な達成のされ方が保障されるような
授業、カリキュラム、さらには評価のあり方が論点となることが導き出された。 
 
（２）ドイツにおけるインクルーシブカリキュラム・授業・評価の実践的課題 
ドイツの代表的なインクルーシブ教育学者であるプレンゲル（Prengel, A.）が構想するイン

クルーシブカリキュラムと教授学的診断（あるいは評価）についての考え方や方法の具体像を評
価に焦点化して検討した。プレンゲルの構想するインクルーシブカリキュラム・授業・評価は以
下のような特徴を持っていた。（１）形成的評価が重要である。（２）達成水準が多様に認められ
ている。（３）日々の評価を重視している。（４）他者との比較ではなくて、個人としての評価（「そ
の子なりにどの程度できたのか」）が重要である。（５）授業形態としては、自由活動、プロジェ
クト活動、円形の対話などの活動が多く用いられる。（６）義務的なカリキュラムにおいてはコ
ンピテンシーラスターや学習発展モデルが用いられ、任意の自由なカリキュラムにおいては、そ
れとともに、フリーテキスト、学習日記、音声資料・映像資料、ポートフォリオなど柔軟な評価
手段が用いられる。 
 
（３）アメリカのインクルーシブ教育の視点に立った評価の動向 
アメリカのインクルーシブ教育の視点から評価について、多様な子どもの存在を想定した教

室における評価のあり方を扱ったトムリンソン(Tomlinson, C. A.)とムーン(Moon, T. R.)を手
かがりに検討した。トムリンソンとムーンの「一人ひとりをいかす評価」における評価観は、説
明責任や点検のための評価とは異なり、子どもの学習に好奇心や気づきを促したり、自らの能力
や可能性について確信させたりするような、学習者にとって有用な評価とならなければならな
い。そのために、一人ひとりをいかす評価では、次のことが重要となる。第一に、教師－子ども
関係は共同学習者としての支援関係（パートナーシップ）であるという前提を、最初に教師と子
どもとの間で共有すること。第二に、目標自体が子どもによって変わるというわけではなく、評
価を行うために教師側が提示する諸条件を、学習者のパフォーマンスが最大化されるように柔
軟に工夫すること。第三に、評価の対象は学習到達だけに限定されるべきではなく、子ども一人
ひとりのレディネス・興味関心・学習履歴等も対象として加味すること。 
 
（４）インクルーシブな学習集団づくりの評価指標（試案） 
 （１）～（３）をはじめ、これまでのインクルーシブ教育に関する授業・カリキュラム・評価
づくりの立場から、「インクルーシブな学習集団づくりの評価指標（試案）」を仮説的に作成した 
 こんにちでは、学習集団内の子どもたちのニーズも多様になってきている。そうしたなか、評
価の基準が画一化すると、その基準の枠組みに該当しない子どもが排除されてしまう。このよう
に、評価の基準が子どもたちの多様性を許容しないものにしてはならない。そこで本試案では、
「授業前－指導案づくりの視点」「授業中－指導と評価の一体化の視点」「授業後－授業改善の視
点」の３つの視点から、教育目標に向かう子どもたちの成長を多様な形で見るとともに、実践を
つくり出す手かがりになるよう作成した。 
 
なお、本研究の成果として『インクルーシブ教育時代の多様なニーズのある学習集団における教
育評価モデルの開発』(2019～2022 年度科学研究費補助金 基盤研究(C)研究成果報告書、研究代
表者 吉田茂孝、2023 年３月)を刊行した。本研究成果の内容は、同報告書に依拠するものであ
る。 
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